細則２－６　営業時間外に販売等の業務を行う給油取扱所の自主保安基準

	定める必要がある施設
	給油業務が行われていない時間帯（以下「営業時間外」という。）に、販売等の業務（祭礼又はイベント等の一時的利用を除く。以下同じ。）を行う給油取扱所



第１　総則
当所の営業時間外における販売等の業務は、本編及び関係する細則によるほか、第２で定める「営業時間外に行う販売等の業務に係る基準」に基づき行うものとする。

第２　営業時間外に行う販売等の業務に係る基準
１　危険物施設の管理及び車両衝突、いたずら、放火等による事故防止に関する事項
⑴　所長は、安全に販売等の業務を行うことができる場所を指定するものとする。
⑵　いたずら又は給油設備等の誤作動を防止するため、屋内外の給油に関係する設備に対して保護カバー又はノズルの施錠及び電源遮断等の措置を行うものとする。
⑶　施設利用に供さない部分は、施錠を行うものとする。
[bookmark: _GoBack]⑷　車両及び勤務員以外の者が、危険物を取り扱う場所に進入しないように進入禁止区域を設定し、パイロン、ロープ、進入防止柵等で進入禁止区域を明示するものとする。
⑸　施設内に不必要な物件を放置しないものとする。
⑹　裸火等の器具の使用を禁止するものとする。
２　火災及び漏えい事故等の緊急時の措置に関する事項
⑴　消火器を有効に配置するものとする。
⑵　利用者等が目にしやすい場所に緊急時の対応（緊急時連絡先、事故時における具体的な措置及び指示事項等）等を掲示するものとする。
⑶　原則、危険物保安監督者等の給油取扱所関係者が常駐し保安管理を行うものとする。
⑷　危険物保安監督者等の給油取扱所関係者が常駐できない場合は、遠隔監視を行うものとする。また、不在時の責任の所在を明確にし、防火管理体制及び緊急時の体制を構築するものとする。
⑸　⑷の措置を実施する場合は、必要に応じて、事前に管轄の消防署と協議を行うものとする。
３　利用者の避難管理に関する事項
販売等を行う事業者は、利用者数を制限、管理するとともに、利用者の避難経路を確保するものとする。
４　その他

